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1回 (昭 2年卒)～
23回 (昭24年卒 )

卒業生2,835名

1回 (明43年卒)～
39回 (昭24年卒 )

卒業生3,327名

1回 (昭23年卒)～
69回 (平29年卒 )
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＞
舞
鶴
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

（舞
鶴
旧
鎮
守
府
倉
庫
施
設
）

畑ヒ吸配水池
(舞鶴旧海軍鎮守府

水道施設 )

▲市道北吸・潮ζ山線北吸 トンネル

(舞鶴旧海軍鎮守府軍港
引込線北吸隧道 )

「鎮
守
府
横
須
賀
。呉
。佐
世
保
。舞
鶴
～
日
本
近
代
化
の
躍
動
を

体
感
で
き
る
ま
ち
～
」
と
し
て
、
４
つ
の
ま
ち
が
、
平
成
２８
年
、
『日

本
遺
産
』
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
遺
産
と
は
、
文
化
庁
が
地
域
特
有
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色

を
通
じ
て
「地
域
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
」
と
し
て
、
文
化
。伝
統
を
語
る
ス

ト
ー
リ
ー
を
認
定
し
、
国
内
外
に
広
く
発
信
し
て
い
く
も
の
で
す
。

今
回
、
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
明
治
政
府
が
留
田国
強
兵
」

の
一環
と
し
て
打
ち
だ
し
た
海
軍
の
拠
点
で
あ
る
鎮
守
府
が
置
か

れ
た
歴
史
を
持
つ
舞
鶴
な
ど
四
市
が
、
鎮
守
府
設
置
に
伴
っ
て
近

代
化
を
果
た
し
、
現
在
も
多
く
残
る
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
建
造
物

や
遺
産
を
巡
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
を
体
感
で
き
る
と
い
う
も
の

で
す
。

＞
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部
施
設

・

海
軍
記
念
館

（旧
海
軍
機
関
学
校
大
講
堂
）

▲京都丹後鉄道宮舞線施設 (日国鉄峰山線施調

●
明
治
期
の
日
本
は
、

近
代
国
家
と
し
て
海

防
力
を
備
え
る
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
国

家
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
に

よ
り
天
然
の
良
港
４

か
所
（横
須
賀
。呉
・

佐
世
保
・舞
鶴
）
に
軍

港
を
築
き
、
鎮
守
府

を
置
き
ま
し
た
。

●
静
か
な
農
漁
村
に
人

と
先
端
技
術
が
集
ま

り
、
独
自
の
都
市
形

成
の
歩
み
の
中
で
軍

港
都
市
が
誕
生
し
、

日
本
の
近
代
技
術
が

育
ま
れ
ま
し
た
。

●
日
本
の
近
代
化
を
推

し
進
め
た
四
市
に
は
、

海
軍
由
来
の
食
文
化

も
ま
ち
に
浸
透
し
、

多
種
多
様
な
数
多
く

の
近
代
化
遺
産
と
と

も
に
、
躍
動
し
た
往

時
の
姿
を
体
感
で
き

ま
す
。
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は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
は
双
鶴
同
窓
会

の
活
動
に
つ
い
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
を
卒
業
し
て
か
ら
五
十

年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
、
若
き
日
の
思

い
出
が
年
々
薄
れ
て
い
く
の
を
感
じ
る

歳
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
昨
年
本
部

総
会
に
お
い
て
南
　
一房
夫
前
会
長
の
後

任

と

し
て
会
長
職
を
承

る

こ
と

に
な

り
、
早
速
伝
統

の
各
支
部
の
総
会
を
は

じ
め
、
通
信
制
の
会
、
卒
業
三
十
周
年

記
念
同
窓
会
な
ど
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
同
窓
会
長
と
し
て
、
双

■
看

露

昏

■

歯

中

藤

年
証

向
暑
の
候
、
同

鶴
同
窓
会

の
歴
史
と
伝
統

の
神
髄
に
触

れ
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が

た
く
思

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
七
月
二
十

一
日
に
二
年
に

一
度

開
催
さ
れ
る
京
都
支
部
総
会
が
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
、
十

一
月
十
二

日
に
東
京
支
部
総
会
が
新
宿
京
王
プ

ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
お
招
き
を

い

た
だ
き
出
席

さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

し

た
。
本
部
総
会

で
も
年
々
出
席
者
が
減

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
が
、

各
支
部
と
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
、　
一

人
で
も
多
く
の
同
窓
生
が
参
加
で
き
る

様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

支
部
の
皆
様
に
限
ら
ず
、
同
窓
生
に

と

っ
て
日
々
気
に
な
る
の
は
ふ
る
さ
と

舞
鶴
の
こ
と
や
母
校

の
様
子
で
す
。
総

窓
会
員
の
皆
様
に

会
前
に
送
付
さ
れ
る
支
部
だ
よ
り
や
本

部

の
同
窓
会
報
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
得
る
こ
と
は

可
能
で
す
が
、
関
係
者
か
ら
直
接
お
話

を
伺
う
と
よ
り
身
近
に
伝
わ
る
の
で
は

な

い
か
と
、
ふ
る
さ
と
舞
鶴

の
様
子
を

紹
介
す
る
た
め
に
、
京
都
支
部
で
は
、

舞
鶴
引
揚
記
念
館
館
長

の
山
下
美
晴
様

（二
十
三
回
卒
）
に
お
願

い
を
さ
れ
、

引
揚
げ

の
歴
史
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
引
揚
記
念
館

の
現
況
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
支
部
で
は

マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
大
賞

の
授
賞
式
出
席
と
ふ
る
さ
と
物

産
展
の
た
め
上
京
さ
れ
て
い
た
、
舞
鶴

市
長
多
々
見
良
三
様
が
会
場
に
お
見
え

に
な
り
、
引
揚
記
念
館
所
蔵
資
料

の
世

界
記
憶
遺
産
登
録
に
続
き
、
旧
軍
港
四

市

（旧
海
軍
鎮
守
府
が
置
か
れ
て
い
た

横
須
賀

・
呉

・
佐
世
保

・
舞
鶴
）
が
新

た
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
赤
れ
ん

が
倉
庫
群
を
中
心

に
観
光
客

が
増
加

し
、
賑
わ
う
舞
鶴
の
様
子
を
挨
拶

の
中

で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
副
市
長

堤
　
茂
様

（二
十
六
回
）
、
産
業
振
興

部
長
砂
原
由
明
様

（二
十
八
回
）
も
出

席
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
舞
鶴

の
物
流

の
状

況
や
物
品
の
紹
介
を
さ
れ
た
あ
と
、
同

窓
生
と
し
て
支
部

の
仲
間
と
和
や
か
に

歓
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

両
支
部
の
総
会
に
出
席
す
る
中
で
私

的
に

一
つ
気
懸
か
り
で
あ

っ
た
の
は
、

昨
年
五
月
に
開
催
し
た
卒
業
五
十
周
年

記
念
同
窓
会

の
席
上
、
京
都
支
部

・
阪

神
支
部

。
東
京
支
部
か
ら
総
会

の
案
内

が
あ
れ
ば
出
席
し
て
ほ
し
い
と
お
願

い

し
た
同
期
生
が
出
席
し
て
い
る
か
で
し

た
が
、
京
都
支
部
二
名
、
東
京
支
部
四

名
と
見
慣
れ
た
顔
が
あ
り
、
同
期
生
と

の
出
会

い
を
喜
び
合

い
な
が
ら
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。京

都
支
部
で
は
十
二
回
生
の
方
々
が

十
名

、
東
京
支
部

で
は
十
九
回
生

の

方
々
が
十
二
名
と
ま
と
ま

っ
て
出
席
さ

れ
て
お
り
、
ど
う
し
て
多
く
の
参
加
が

あ
る
の
か
と
伺
う
と
、
こ
の
機
会
に
集

ま
ろ
う
と
互

い
に
声
を
掛
け
合

っ
て
出

席
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
東
京
支
部

の
十
九
回
生
の
中
に
は
遠
路
は
る
ば
る

舞
鶴
か
ら
二
名

の
方
が
駆
け

つ
け
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
支
部
総
会
を
ミ

ニ
同
期

会
と
し
て
活
用

い
た
だ
く
の
も
、
同
窓

会

の
輪
を
拡
げ
、
賑
や
か
な
会
に
す
る

こ
と
に
繋
が
る
と
感
じ
つ
つ
、
改
め
て

ご
尽
力

い
た
だ

い
た
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
、
会
場
内
に
流
れ
る
心
和
む
雰

囲
気
を
満
喫

さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

し

た
。年
に

一
度
、
ま
た
二
年
に

一
度
、
若

き
日
の
素
晴
ら
し
い
思

い
出
を
懐
か
し

む
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
舞
鶴
を
語

り
、
母
校
を
語
り
合

い
、
同
じ
学
び
舎

で
学
ん
だ
も
の
だ
け
が
共
有
で
き
る
、

同
窓
生

・
同
期
生

の
素
晴

ら

し

い
輪

が
、
次

の
世
代
に
繋
が
る
よ
う
、
互

い

に
声
を
掛
け
合

い
、　
一
人
で
も
多
く
の

皆
様
が
同
窓
会

の
集
ま
り
に
参
加
く
だ

さ
る
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

舞
鶴
湾
か
ら
の

潮
の
香
に
も
初
夏

を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
双
鶴

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
御
健
勝
に
て
御
活
躍

の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ

り
本
校

の
教
育
活
動
に
深

い
御
理
解
と

温
か
い
御
支
援
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま

す
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
校
長

校
一長

下

男

と
し
て
着
任
し
ま
し
た
松
下
茂
男
で
ご

ざ

い
ま
す
。
幾
多
の
有
為
な
人
材
を
世

に
送
り
出
し
、　
一
一
〇
周
年
と
い
う
輝

か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
西
舞
鶴

高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
微
力

な
が
ら
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ

い

ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
四
月

一
日
の
朝
、
西
舞
鶴
高

校
に
着
任
し
た
私
は
、
部
活
動
に
汗
を

流
す
生
徒
と
玄
関
先
で
言
葉
を
交
わ
し

ま
し
た
。

「西
高
は
ど
ん
な
高
校
で
す

か
？
」
と

い
う
私

の
問

い
か
け
に
、
男

子
生
徒
は

「文
武
両
道
の
学
校
で
す
」

と
間
髪
入
れ
ず
に
即
答
、
そ
の
後
、
女

子
生
徒
に

「西
高
生

の
よ

い
と
こ
ろ
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る

と
、

「元
気
な
と
こ
ろ
で
す
」
と
笑
顔

で
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。
同
じ
問

い
か

け
に
、
高
校
時
代

の
皆
様
な
ら
、
ど
の

よ
う
に
お
答
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
Ｐ

「先
の
生
徒
と

一
緒
」
と
紙
面

の
向

こ
う
で
笑
顔
に
な

っ
て
お
ら
れ
る

姿
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
皆
様
が
経
験
さ

れ
た
青
春

の
ひ
と
と
き
は
、
舞
女

・
舞

中
か
ら
脈
々
と
流
れ
る
西
高
精
神
に
包

含
さ
れ
、
無
言
の
薫
陶
と
な

っ
て
後
輩

た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

七
九
二
名
の
生
徒
が
学
ぶ
全
日
制
課

程
で
は
、
自
然
科
学
系
専
門
学
科
で
あ

る
理
数
探
究
科
と
進
化
を
続
け
る
普
通

科
に
、
尚
志
を
胸
に
抱

い
た
若
鶴
た
ち

が
広
く
学
区
を
越
え
て
集
ま

っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
数
多

の
難
関
を
突

破
し
て
輝
か
し
い
進
路
実
績
を
あ
げ
た

今
春
卒
業
生
の
活
躍
、
全
国
や
近
畿
を

舞
台
に
奮
闘
す
る
部
活
動
等
、
西
高
は

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
文
武
両
道
を
実
現
す
る

京
都
北
部

の
中
核
校
と
し
そ

の
地
位
を

確
固
た
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、　
一
四
四
名
が
ス
ク
ー
リ
ン
グ

と
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
励
ん
で
い
る
通
信

制
課
程
に
お
い
て
も
、
定
通
全
国
大
会

出
場
や
近
畿
地
区
通
信
制
生
徒
生
活
体

験
発
表
大
会

で
の
優
秀
賞
獲
得
な
ど
、

高
校
卒
業

に
向

け
た
学
習

と
あ
わ

せ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
西
高
時
代
を
意
義
深

い
も

の
に
す
る
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
　

　

　

　

　

　

・

「
甲
学
生
に
と
っ
て
は
憧
れ
　
西
高
生
に

と

っ
て
は
誇
り
　
同
窓
生
に
と

っ
て
は
原

点
」
そ
ん
な
西
高
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、

「さ
ら
な
る
高
み
へ
」
と
足
音
を
高

く
邁
進
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
双
鶴
同
窓
会

の
御

発
展
と
会
員
の
皆
様

の
御
健
勝
と
御
多

幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
御
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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項  目 決算額 摘 要

前年度繰越金 3,681,968

入 会 金 1,328,000 @4,000× 332名 (全日制312名、通信制20名 )
記念誌等売上 4,500 名簿売上金

寄 附 金 300,000 高校38回卒業生から(代表吉村氏)300,000円

雑 収 入 75,159
普通預金利息 33円 祝儀 60,000円
双鶴同窓会結婚相談所通帳解約精算金 15,126円

合  計 5,389,627

平成28年度一般会計報告書
(平成28年 5月 1日 ～平成29年 4月 30日 )

I,収入の部 5,389,627円

平成28年度特別会計報告書
(平成28年 5月 1日 ～平成29年 4月 30日 )

I.収入の部 8,750,601円

I.支出の部

Ⅲ.残高の部 8,750,o01円 (次年度へ繰越 )

以上、報告します。  |
平成29年 6月 1日

双鶴同窓会会長  内
″  理事長  渡
″  会 計  西

平成28年

4月 27日 (水)第 1回本部役員会 於 双鶴会館
(1)平成28年度双鶴同窓会役員について

(2)総会について

(3)平成27年度仮決算報告について

(4)会報発行の進捗状況について

(5)各部会より

6月 3日 (金)第 2回本部役員会 於 舞鶴グランドホ刀レ

(1)総会について

(2)平成27年度決算報告について

6月 11日 (土)同窓会報「双鶴」第40号発刊 (一般会員向け)

平成28年度理事会・総会開催

於 舞鶴グランドホテル

(1)理事会        46名
(2)総 会        98名
(3)記念公演

京都府立西舞鶴高等学校指導教諭

足立 尚志 氏
(4)懇親会        89名
双鶴同窓会京都支部総会開催

内藤行雄会長以下 2名が出席

於 ホテルグランビア京都
双鶴同窓会東京支部総会開催

内藤行雄会長以下 3名が出席

於 新宿京王プラザホテル

高校38回生卒業30周年記念同窓会

内藤行雄同窓会長が出席

於 舞鶴グランドホ
"レ

同窓会報「双鶴」第41号発刊 (卒業生向け)

会計監査報告

1 監査実施年月日 平成29年 5月 18日 休 )
2 監査実施場所 京都府立西舞鶴高等学校
3 監 査 の 対 象 双鶴同窓会にかかる会計帳簿、

収入。支出証拠書類及び預金に

関すること

上記のとおり監査を行った結果、帳簿、証拠書類、

保管預金ともに正確に処理されており、適正であった

ことを報告しま魂

平成29年 6月 10日

双鶴同窓会長 様

双鶴同窓会

会計監査

会計監査

7月 31日  (日 )

11月 12日  (IL)

平成29年

1月 2日 (月 )

3月 1日 (火 )

0円

①

③

樹

幸

俊

友

中

藤

田

齋

雄

弘

夫

行

　

和

藤

辺

村

Ⅱ.支出の部 1,688,714円

項  目 決算額 摘 要

事 業 費 924,428 総会諸費用、各部会補助
和歌山県立桐蔭高校との交流事業補助

会 議 費 88,176 会報編集会議、理事会・評議員会会議

支部関係費 171,800 東京・京都支部総会祝儀、旅費

通信交通費 91,810 会議案内用切手・専用HPサーバー等

事 務 局 費 97,374 卒業刀レヾ劇t祝儀、プリンターインク等消耗品代他

特別会計へ繰入 315,126 霞閻 評鼈膿露屈精算金15,126円
を 特別会計へ振替

雑 支 出 0

合  計 1,688,714

Ⅲ.残高の部 3,700,913円 (次年度へ繰越)

項  目 決算額 摘 要

前年度繰越金 8,433,853

繰 入 金 300,000 高校38回卒業生寄附金
繰 入 金 15,126 双鶴同窓会結婚相談所通帳解約精算金

雑 収― 入 1,622 預金利′息

合 1尉
=
8,750,601

項  目 決算額 摘 要

合  計
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平
成
二
十
九
年

一
月
二
日
晴
れ
渡
る
青
空
の
も
と
、
第
二
十
八

回
生

（昭
和
六
十

一
年
卒
業
）
の
卒
業
三
十
周
年
記
念
同
窓
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
始
の
忙
し
い
中
、
御
来
賓
の
方
々
、
恩
師
の
先
生
方
に
も
御

臨
席
い
た
だ
き
同
窓
生
約
百
五
十
名
と
共
に
盛
大
な
同
窓
会
と
な

り
ま
し
た
。

三
十
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友
や
先
生
方
で
し
た
が
、　
一
瞬
に

し
て
高
校
生
時
代
の
記
憶
と
共
に
笑
顔
と
会
話
で
会
場
は
暖
か
く

に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
机
を
並
べ
て
学
ん
だ
仲
間
、　
一
緒
に

汗
を
か
い
て
頑
張

っ
た
ク
ラ
ブ
の
仲
間
だ
か
ら
こ
そ
三
十
年
経

っ

た
今
で
も
、
あ
の
頃
の
よ
う
に
笑
顔

一
杯
で
思
い
出
話
に
花
が
咲

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
絆
は
こ
の
先
も
ず

っ
と
続
く
こ
と
で

し
ょ
つヽ
。

ク
ラ
ス
ご
と
に
行

っ
た
余
興
で
も
当
時
の
団
結
力
で
ど
の
ク
ラ

ス
も
す
ば
ら
し
い
物
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
写
真

も
生
き
生
き
と
し
た
顔
で
撮
影
出
来
、
良
い
記
念
に
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
閉
会
の
時

間
を
迎
え
同
窓
の
縁
を

一
層
深
め
る
こ
と
、
近
い
将
来
の
再
会
を

誓
い
卒
業
三
十
周
年
記
念
同
窓
会
を
終
え
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
御
来
賓
、
恩
師
の
方
々
を
は
じ
め
出
席

さ
れ
た
友
、
ま
た
都
合
で
出
席
出
来
な
か
っ
た
友
す
べ
て
の
皆
様

と
ご
家
族
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
、
ま
た
、
双
鶴
同
窓
会
の
更
な

る
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
八
回
卒
業
生

三
十
周
年
記
念
同
窓
会
実
行
委
員
会
　
吉
村
正
樹

蝙 丁

く

乾
杯

３
組

４
組

|:■‐●■|■ |■‐■‐■||| |■■■|■ ||■■|●■■●■

事蝙 奪攣爾諄鑢ぶ輔鶴金

‐  |■ 1■|| ■ ‐●11■ .| ‐      | |‐ ||■ ||■ |

t  事業 3◇周 年轟念闘饉会

‐
轟菫儘轟饉準轟懸繭嬢轟

率驚 移幸鋼考番:懸念陣鐵会

|||‐ |■ ■■■■|■ ,■ | ||‐ 1■■■ ||.11■■■■
`111

率難 議《》爾撃鑢量又艤畿

■|‐ '||■■■■|■ ■|| ■‐■ ■|■ ■1■ ■|:‐ 1■ tt`:'!

率艤 議醸爾撃鐵鰺鸞饉会

■|■″|■■■4■ |■■■ ■■ⅢI● ■●■4■ |`|■1議

牢難 30爾 年鑢議鶴鐵金‐.

:,|1111‐ |||||

く

１０
組

く

１１
組

凸

“藤繊■甘議;覇撼滋麟碁■・T

11:|||■ ■|‐ ■■||| ■,■ ■||■ |||■■■■ 11■ 111

篠驚 3學 鷲 年懸念 購窓 会事業 3()鶴年慇念 I・4窓会
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▲ 卒業50周年記念同窓会 西舞鶴高等学校第 18回生 (昭和41年 3月卒業)平成28年5月 28日

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
八

日

（土
）
、
昭
和
四
十
一
年
二

月
に
母
校
を
卒
業
し
た
十
八
回

生
百
五
十
三
名
が
舞
鶴
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、
卒
業
五

十
周
年
記
念
同
窓
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

い
つ
も
ど
お
り
、
受
付
前
か

ら
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
は

「久
し

ぶ
り
」

「元
気
」
等
々
の
声
が

飛
び
交
い
、
開
会
前
か
ら
大
盛

り
上
が
り
、
出
席
者
が
揃
っ
た

と
こ
ろ
で
記
念
撮
影
。
今
回
は

恩
師
の
出
席
が
な
く
少
し
寂
し

い
記
念
写
真
で
あ
っ
た
が
、
出

来
上
が
っ
た
写
真
は
ど
の
顔
も

笑
顔
で
あ
っ
た
。

懇
親
会
は
、
物
故
者
に
黙

祷
、
校
歌
斉
唱
で
始
ま
り
、
実

行
委
員
長
挨
拶
、
乾
杯
後
は
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
と
各
ク
ラ
ス
の

実
行
委
員
が
持
ち
寄
っ
た
ク
ラ

ス
会
な
ど
の
写
真
を
編
集
し
た

「
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
」
が
ス
タ
ー
ト
、
懐
か
し
い

場
面
の
紹
介
と
と
も
に
、
間
も

な
く
古
希
を
迎
え
る
出
席
者
は

一
気
に
高
校
生
に
戻
っ
て
、
懐

か
し
い
青
春
の
日
々
を
満
喫
し

て
、　
一
次
会
は
終
了
。
二
次
会

は
そ
の
ま
ま
部
屋
を
変
え
て
ラ

ウ
ン
ジ
ヘ
、
懐
か
し
い
話
は
尽

き
な
い
ま
ま
に
開
会
と
な
り
、

次
ま
た
会
う
日
を
楽
し
み
に
卒

業
五
十
周
年
を
終
え
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
代
表

内

藤

行

雄

昨
年
十

一
月
十
二
日

（土
）
、
新

宿
京
エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
コ
ン
コ
ー
ド

ル
ー
ム
に
於
い
て
東
京
支
部
総
会

・

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と

し
て
長
島
雅
彦
校
長
、
内
藤
行
雄
会

長
を
は
じ
め
本
部
役
員
各
支
部
役
員

の
皆
様
、
舞
鶴
市
よ
り
多
々
見
舞
鶴

市
長
、
堤
副
市
長
、
砂
原
産
業
振
興

部
長
な
ど
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
盛
大
に
催
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
二
年
に
一
度
の
開
催
で
今

回
も

「ご
出
席
頂
い
た
皆
様
に
喜
ん

で
頂
け
る
総
会
に
し
よ
う
」
と
の
思

い
を
共
有
し
、
支
部
幹
事
を
中
心

に
、　
一
年
前
よ
り
計
画
し
、
広
報
誌

「い
わ
し
雲
」
の
編
集
や
総
会

・
懇

親
会
の
内
容
を
二
か
月
に
一
度
程
度

集
ま
り
話
し
合
っ
て
決
め
て
参
り
ま

し
た
。
今
回
も
舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
協
同
組
合

の
辻
専
務
理
事
、
あ
っ
さ
り
漬
食
品

工
業
の
嵯
峨
根
社
長
の
ご
協
力
で
会

場
に
て
会
員
の
皆
様
へ

「
か
ま
ぼ

こ
」

「平
天
」

「あ
っ
さ
り
漬
」
の

販
売
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
一一広
報

誌

「
い
わ
し
雲
」
で
は
、
読
み
や
す

く
内
容
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
項
く

た
め
の
情
報
を
幅
広
く
集
め
、
会
員

に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら

し
て
お
り
ま
す
。

懇
親
会
で
は
、
舞
鶴
の
産
品
を
中
心

に
、
「舞
鶴
産
品
福
引
大
抽
選
会
」
を

行
い
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
総
会
に
て
会
則
の

改
訂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
、

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
付
金
等
の
収

入
に
て
運
営
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
た
に
年
会
費
制
と
し
一
年
千
円
、

二
年
で
二
千
円
の
会
費
を
納
入
し
て

項
く
こ
と
を
全
会

一
致
で
決
定
致
し

ま
し
た
。
郵
送
費
の
値
上
が
り
や

「
い
わ
し
雲
」
編
集
等
、
予
算
上
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
将
来
に
向

け
て
運
営
の
健
全
化
、
安
定
化
が
必

要
と
考
え
改
訂
す
る
こ
と
と
致
し
ま

し
た毎
回
、
百
名
以
上
の
参
加
者
を
目

標
に
、
如
何
に
す
れ
ば
参
加
い
た
だ

け
る
の
か
引
続
き
検
討
を
重
ね
て
参

り
ま
す
。

（事
務
局
長

澤
田
謙
二
）

鰺
洟
賤
璽

今
年
は
、
二
年
に
一
度
の
総
会
開

催
年
で
す
。
西
高
、
舞
鶴
て
ん
こ
盛

り
で
楽
し
く
有
意
義
な
非
日
常
を
味

わ
う
た
め
、
ど
の
よ
う
な
総
会
に
す

る
か
が
課
題
で
す
。
理
事

・
評
議
員

協
力
し
て
知
恵
を
出
し
合
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
十
一
月
十
二
日

（日
）

十
一
時
半
～
十
五
時

書
|だ |
|よ|

ltl
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場
所
　
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

（Ｊ
Ｒ
環
状
線
桜
ノ
宮
駅

西
出
口
徒
歩
２
分
）

講
演
　
舞
鶴
海
上
保
安
学
校
の
紹

介
並
び
に
海
上
保
安
庁
の

仕
事

現
在
、
舞
鶴
海
上
保
安
学
校
と
講

演
の
交
渉
中
で
変
更
の
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
昨
年
の
卒
業
式
に
は
安
倍

総
理
大
臣
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
尖

閣
諸
島
、
中
国
の
海
洋
進
出
、
韓

国

・
北
朝
鮮

。
ロ
シ
ア
の
問
題
、
ま

す
ま
す
海
上
保
安
庁
の
重
要
性
が
増

し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

双
鶴
同
窓
会
に
は
縦
の
同
窓
会
と

横
の
同
窓
会
が
あ
り
ま
す
。
縦
は
本

部

。
支
部
総
会
。
横
は
三
十
周
年
を

は
じ
め
と
す
る
周
年
同
窓
会
。

阪
神
支
部
総
会
は
バ
ブ
ル
期
に
は

三
百
人
近
い
出
席
者
が
あ
り
ま
し

た
。
近
年
で
は
時
代
の
流
れ
か
人
々

の
価
値
観
の
変
化
か
出
席
者
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
舞
鶴
本
部
は
別
格
と

し
て
各
支
部
も
同
じ
様
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
横
の
同

窓
会
、
卒
業
二
十
周
年
記
念
同
窓
会

に
出
席
し
て
み
る
と
、
私
の
時
代
に

比
べ
出
席
者
も
多
く
圧
倒
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
す
。

私
達
よ
り
若
い
世
代
も
、
西
高

・

舞
鶴
を
懐
か
し
く
思
う
気
持
ち
は
強

い
で
す
。
縦
の
同
窓
会
で
あ
る
阪
神

支
部
総
会
も
工
夫
次
第
で
明
る
い
兆

し
が
見
え
て
く
る
と
感
じ
る
昨
今
で

す
。

（支
部
長
谷
村
久
見
雄
）

幕
筆
〓
蔀

聞
き
及
び
ま
す
が
、
戦
後
の
学
制
改

革
等
べ
て
双
鶴
京
都
支
部
と
し
て
再

発
足
し
、
七
十
六
年
の
永
く
輝
か
し

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
歴
史
を
紡
い
で
行
け
た
ら
と

思
う
の
で
す
が
、
京
都
支
部
の
皆
様

へ
、
誌
面
を
お
借
り
し
て
ご
挨
拶
等

さ
せ
て
頂
き
た
く
。
今
年
か
ら
事
務

局
の
一
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま

す
原
田
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①

『双
鶴
同
窓
会
』
の
ホ
ー
ム
ペ
よ
ン

（〓
け
ヽ
＼
１́
∃
あ
ｏ
ｃ
庁
”ド
饉
・８
８
じ

を

一
度
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ホ
ッ
ト
で
新
鮮
な
情
報
が
あ
り

ま
す
よ
。

②
　
が」提
案
、
相
談
、
ご
質
問
等
、

何
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
私
、

原
田
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

①由
巨
〓

Ｆ
ミ
”
鮎
Ｌ
斧
壱
⑥
”
ヨ
艶
・

８
日

携
帯
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
メ
ー

ル
¨
０
９
０
１
７
８
７
９
１
２
４
４
１

最
近
、
「角
打
ち
」
に
は
ま
っ
て
ま

し
て
、
角
打
ち
で
打
合
せ
で
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。
今
年
六
十
三
才
で
す
が
、
気
持
ち

は
若
い
つ
も
り
で
す
。
（昭
４８
高
）

昼
は
仕
事
の
関
係
で
桂
に
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
遠
慮
な
く
お
声
が
け

下
さ
い
。

〓
螺
器
番

も
定

時

制

同

窓
会

行

事

等

に

有

り
ま

せ
ん

で
し
た

。

今
年
中
に
は
第
六
回
総
会
を
開
催

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
諸
般
の

事
情
で
成
り
行
き
に
任
せ
ま
す
。

今
年
も
花
も
ち
の
よ
か
っ
た
桜

も
、
雨
に
散
り
ま
し
た
。

世
界
の
動
き
を
見
る
時
、
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
の
勇
ま
し
い
言
葉
の
一

方
、
北
朝
鮮
と
の
正
面
衝
突
を
回
避

す
る
た
め
の
状
況
打
開
の
糸
口
を
見

つ
け
て
、
安
心

・
安
全
を
保
て
る
様

に
平
和
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
思
い

で
す
。
（定
時
制
の
会
　
植
村
英
人
）

新
し
い
年
度
を
迎
え
単
位
制
の
通

信
制
で
は
、
六
名
の
生
徒
が
入
学
さ

れ
ま
し
た
。
転

・
編

・
再
入
生
十
四

名
の
新
た
な
仲
間
と
共
に
、
学
校
で

の
面
接
指
導
や
家
庭
で
の
自
学
自
習

な
ど
、
日
標
計
画
を
し
っ
か
り
と
立

て
、
通
信
制
課
程
を
全
員
そ
ろ
っ
て

卒
業
さ
れ
、
同
窓
会
の
会
員
と
し
て

名
を
連
ら
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。
多

く
の
同
窓
生
が
応
援
し
て
い
ま
す
。

二
月

一
日
の
卒
業
式
に
は
、
二
十

一
名
の
生
徒
が
卒
業
さ
れ
、
自
分
し

だ
い
で
い
く
ら
で
も
輝
か
す
こ
と
の

で
き
る
、
未
知
の
世
界
に
向
か
っ
て

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思

岬
諄
跡
奪
麟
経
嗣

制
の
教
室
で
校
長
先
生
た
ら
、
事
業

証
書
並
び
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

■
■
デ
イ
〓
●
■
■
，
■
■
■
二

京
都
支
部
は
昨
年
平
成
二
十
八
年

七
月
二
十

一
日

（日
）
、
京
都
駅
ビ

ル
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
一示
都
３

階
源
氏
の
間
に
て
京
都
支
部
総
会
を

開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、

当
支
部
の
皆
様
、
母
校
、
双
鶴
本

部
、
東
京
、
阪
神
支
部
の
五
〇
余
名

の
多
く
の
方
々
に
ご
出
席
を
賜
り
ま

し
て
滞
り
な
く
執
り
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
姦
許
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

特
別
講
演
と
し
て
舞
鶴
引
揚
記
念

館
　
館
長
　
山
下
美
晴
様
よ
リ
ユ
ネ

ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

引
揚
げ
の
記
録
に
つ
い
て
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。
舞
鶴
市
民
の
引
揚
者
ヘ

の
お
も
て
な
し
の
心
、
本
申
請
の
ご

準
備
の
ご
苦
労
話
等
々
も
正
に
記
憶

遺
産
で
あ
る
と
感
動
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
者
全
員
の
記
念
撮

影
、
懇
親
会
で
は
、
校
歌
、
応
援
歌

の
合
唱
等
諸
々
の
趣
向
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
支
部
は
昭
和
十
五
年

（
一
九
四

〇
年

・
紀
元

一
六
〇
〇
年
）
、
舞
中

同
窓
会
京
都
支
部
と
し
て
開
設
さ

れ
、
舞
女
同
窓
会
京
都
支
部
は
そ
れ

よ
り
三
年
前
に
始
め
ら
れ
た
と
由
に

啓含豊魔*‡
‡

‡事

:直
‡

|[

双
鶴
同
窓
会
通
信
制
の
会
で
は
い

二
年
に
一
度
同
窓
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
昨
年
の
人
月
二
十
七
日
舞
鶴

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
双
鶴
同
窓

会
長
様
は
じ
め
、
校
長
先
生
、
副
校

長
先
生
、
恩
師
の
先
生
方
の
御
出
席

を
賜
り
、
同
窓
会

（総
会

・
懇
親

会
）
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

事
業
報
告
、
会
計
報
告
な
ど
が
承
認

さ
れ
、
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
ユ

ー
モ
ア
を
ま
じ
え
た
自
己
紹
介
な

ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
思
い
出
を
新

た
に
し
な
が
ら
お
互
い
旧
情
を
温
め

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
の
十
二
月
十

一
日
に
は
、
通

信
制
課
程

（文
化
祭
）
彩
雲
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
彩
雲
祭
で
は
、
通
信

制
の
生
徒
が
生
活
体
験
発
表
会
や
作

品
展
な
ど
、
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
、　
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
る
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。
多
数
の
ご
家
族
、

同
窓
生
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

来
年
は
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
後
と
も
双
鶴
同
窓
会
通
信
制

の
会
の
活
動
に
な
お

一
層
の
ご
尽

力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⌒通
信
制
の
会
　
山石
田
護
）

饗
編
器
会
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ま
ず

は

コ

一
フ
レ

ル
」
を
簡

単

に

紹
介

し

て
く
だ

さ

い
。

『感
性

に
ふ
れ

る
』
を

コ
ン
セ
プ

ト
に

召
乙
謬
ビ
デ
が
と
習
望
発
】０
嚢
屋

「み
ず
べ
」
「う
ご
き
」
「
つ
な
が
り
」
の
７
つ

の
ゾ

ー

ン
に
、
そ
れ
ぞ
れ

に
趣
向
を

凝
ら
し
た
展
示
や
体
験
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
水
族
館

・
動
物
園

・
美
術
館

の

ジ

ャ
ン

ル
を

超

え
た

「生

き

て

い
る

ミ
■

ム

ン
ア
盗

で
す
。

Ｑ

「
ニ
フ
レ
ル
」
の
館
長
に
就
任

さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

も
と
も
と
大
阪
天
保
山
の

「海
遊
館
」

で
、
開
業
準
備
か
ら
ス
タ

ッ
フ
の

一
人

と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
。
植
物

・
動

物

・
魚
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
で
の

キ

ャ
リ
ア
を
認
め
て
も
ら

い
、
全
く
白

紙
だ

っ
た
こ
の
エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ
で
の

新
施
設
を

ア
イ
デ

ア
か
ら
す

べ
て
任
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

「
ニ
フ
レ
ル
」
を
創
設
す
る
に

あ
た
り
書
労
し
た
点
は
？

す
で
に
あ
る

「海
遊
館
」
と
は
、
ま

っ

た
く
異
な
る

コ
ン
セ
プ
ト
の
施
設
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

こ
と
で
す
。

で
も
そ
こ
か
ら
、
大
迫
力

の
水
槽

で
全

体
を
ご
覧

い
た
だ
く

「海
遊
館
」
の
対

極
と
し
て
、
小
さ
な
水
槽
や
隔
た
り
の

な

い
空
間
で
細
か
な
テ
ー

マ
を
じ

っ
く

り
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と

い

つヽ

で
一
フ
レ
ル
」

の
基
本
姿
勢
を
見

つ

け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
西
舞
鶴
高
校
在
学
中

の
思

い
出
が

あ
れ
ば
お
間
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
と
同
じ
く
海
洋
生
物
に
興
味
を
も

つ
同
級
生
と

一
緒
に
近
く
の
海
に
行

っ

て
は
釣
り
や
採
集
を
し
、
家

の
水
槽
で

飼
う
と

い
う
こ
と
ば

か
り
に
没
頭
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
巣
を

つ
く
り
繁
殖

す
る

「イ
ト
ヨ
」
と

い
う
魚
が
舞
鶴
周

辺
に
も
生
息
す
る
事
を
知
り
、
神
崎

ヘ

採
集

に
行
き
水

田
脇

の
水
路

で
捕
獲

し

た
オ

ス
と

メ
ス
を
自
宅

の
水
槽

で
飼
育

し
て

い
ま

し
た
。
ち

ゃ
ん
と
巣
を
作

っ

て
卵
を
産

み
、
稚
魚

が

ｌ

ｃｍ
程
度
ま

で

成
長

し
た

の
で
、
そ
れ
を
夏
休

み

の
自

由
研
究

か
何

か
で

レ
ポ

ー
ト
に
ま
と
め

て
発
表

し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

実

は

「
ニ

フ

レ

ル
」

に

も

「わ

ざ
」

の
ゾ

ー
ン
で
巣
を

つ
く

る
魚
を
た
く
さ

ん
展

示

し

て
繁

殖

を

目
指

し

て

い
ま

す
。
そ

う

考

え

る

と
、
今

も

高

校

時

代

と

や

っ

て

る

こ
と

は
あ

ま

り
変

わ

っ
て

な

い
か
も

し
れ

ま
せ
ん
ね

（笑
）
。
　

　

　

　

　

▲

Ｑ
高
校
時
代
の
そ
う
い
っ
た
経
験
が
今

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

そ
う

で
す

ね
。
高
校

は
も
ち
ろ
ん
、

西
舞
鶴
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
過
ご
し

た
、
大
好
き
な
舞
鶴

の
自
然
環
境
や
周

囲

の
人
々
が
あ

っ
て
今

の
自
分
が
あ
る

と
し
み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ

西
舞
鶴
高
校
時
代
、
校
長
先
生
が

お
父
様
だ

っ
た
そ
う
で
す
が

…
？

は
い
。
た
だ
あ
ま
り
意
識
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
照
れ
く
さ

い

と
か
思

っ
た
こ
と
も
な
か

っ
た
で
す
。

家
で
は
魚

の
世
話
に
没
頭
す
る
息
子
に

「勉

強

し

ろ
」
と
言

う

こ
と
も

な

く
、

定
期

テ
ス
ト
前

で
も
水
槽

の
水
換
え
を

手
伝

っ
て
く
れ
た
り
釣
り
に
誘

っ
て
く

れ
た
り
し
ま
し
た
。

お
陰

で
学
校

の
成
績

は
さ
て
お
き
、

魚
に
対
す
る
情
熱
は
上
昇
す
る
ば
か
り

で
し
た

（笑
）
。

Ｑ
歯
舞

鶴

高

校

の
恩
師

と

の

エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

２
学
年
に
進
級
す
る
際
、
理
系
か
文

系
を
希
望
し
そ
の
後

の
進
路
を
決
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

の
で
す
が
、

特
に
深
く
考
え
ず
文
系
を
選
択
し
希
望

を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
す
ぐ
に

担
任
の
先
生
に
呼
び
出
さ
れ
、
将
来

「魚
」

や

「生
物
」
に
関
わ
る
分
野
に
進

み
た

い
な
ら
理
系
を
選
び
な
さ

い
と
言
わ
れ

て
考
え
直

し
、
進
路
希
望
を
理
系
に
変

更

し
提
出

し
直

し
た

こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
と
な

っ
て
は
人
生
を
左
右
す
る

重
大
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ

い
た

と
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
最

後

に

メ

ッ
セ

ー
ジ

を

お

願

い
し
ま

す

。

地
球
上
で
は
人
間
を
含
め
３
０
０
０

万
種
と

い
わ
れ
る
多
様
な
生
き
物
が
存

在
し
そ
れ
ら
全
て
の
い
の
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
認
め
、
つ
な
が
り
、支
え
合
う

こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
保

っ
て
い
ま
す
。

大
袈
裟
な
こ
と
を
言
え
ば
、
ご
来
館

い
た
だ

い
た
方
に
そ
う

い
っ
た
自
然

の

摂
理
を
再
度
ご
確
認

い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
微
力
な
が
ら
人
類
や
地
球
上

の

生
物
全
体

の
平
和
に
ほ
ん
の
少
し
で
も

貢
献
で
き
た
ら
‥
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
後
、
フ
一
フ
レ
ル
」

館
内
に
案
内
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
展
示

に

つ
い
て
細
か
に
ご
説
明

い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
そ
の
際

の
小
畑
館
長

の
目
は

生
き
生
き
と
輝
き
、
お
そ
ら
く
高
校
時
代

に
家

の
水
槽

で
飼

っ
て
い
た
魚
た
ち
を

ご
覧

に
な

っ
て

い
た
日

と
同

じ
目

で

「
ニ
フ
レ
ル
」
で
飼
育
し
て
い
る
生
き
物

た
ち
を
見

つ
め
、
同
じ
愛
情
を
注
が
れ

て
い
る
ん
だ
な
と
容
易
に
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

館
長
ご
自
身

の
思

い
や
情
熱
が
展
示

に
表
れ
、
来
館
者

一
人

一
人
に
そ
れ
が

伝
わ

っ
て
い
る
…
今
回
の
取
材
を
通
し
て

そ
う
感
じ
、
「
ニ
フ
レ
ル
」
の
人
気
の
秘
密

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲インタビューに終始笑顔で応じる小畑館長。

▲土産物売り場

には小畑館長

似顔絵入商品

も置いてあり

ました !

曖‐―苺鳳=■|||||::苺
嬌
=‐・・_|1踪

纂
邊
一一蔵
懲
］

斡ブレ．刻
赫鰤”
列峰
ツトジョ
曰
緒
説

障
戦

躙
・曇

・・・・
▲趣向を凝らした展示や体験に

終始圧倒されっぱなしでした。

▲GW前 (取材日)にも関わらず大勢の人で賑わうにフИ」。
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“

1活 動
平
‐
成
‐28年度

鰈第84回全国高等学校

総合体育大会
8/7～ 12日
(岡山県 岡山市)
男子団体

小谷 翼
山根尚大

大月俊樹

(3年)松岡 亮 (3年)松岡
(3年)和田翔哉 (3年)増田
(2年)柏原彪吾 (1年 )

優

智

(3年 )

(3年 )

蝙第15回 日本バドミントンジュニアグランプリ

11/25～ 27日 (宮城県 仙台市)
柏原 彪吾 (1年 )

玲岩手国体 9/9～ 11日 (岩手県 盛岡市)
少年B 400mリ レー 奥野 幹 (1年)第8位
玲」0⊂ジュニアオリンピック  8/25～ 26日 (東京都)
50m・ 100m自 由形 奥野 幹 (1年 )
蝙」0⊂ジュニアオリンピック  8/25～ 26日 (東京都)
200m 平泳ぎ 森脇 裕大 (2年 )

鸞第32回 日本ユース選手権

10/21～ 23日 (愛知県 名古屋市)
三段跳 岸口 輝美 (2年) 1l m50

棋 芦「:警
蝙第24回全国高等学校文化連盟将棋選手権大会

将棋音「F]8//2～ 3日
(広島県 福山市)
女子団体

古関 美紀 (3年 )
梅原 爽加 (3年 )

蜀第24回全国高等学校工芸文連 写真部門
ア/30～8/1日 (広島県 広島市)

細川 海路 (2年 )

泳水

将

写

ψ
藤
曇
繊
オ
普

ξ

上 青「‐熙
隋第69回近畿高等学校陸上選手権大会

6/16～ 19日 (兵庫県 神戸市)
男子400m 佐古田 走 (3年) 準決勝 48″94
男子走幅跳 松下 修也 (2年) 予選  6m40
男子4× 100m
網木 (3年)松下 (2年)斎藤 (3年)佐古田 (3年 )
上中 (2年)瀬野 (2年 )
男子4× 400m
坂本 (3年)松下 (2年)井内 (3年)佐古田 (3年 )
桐村 (2年)岸本 (2年 )

鶉第49回近畿ユース陸上選手権大会

9/16～ 18日 (京都 西京極)
2年男子走幅跳 松下 修也 (2年)8位  6m77
2年男子ヤリ投 馬場 健明 (2年)11位 52m12
2年女子走幅跳 岸回 輝美 (2年)3位  5m55

隋第45回全国高等学校選抜バ ドミントン近畿予選

山本 英世 (2年)大月 俊樹 (2年)新宮 茉弘 (2年)
柏原 彪吾 (1年)今西 杏介 (1年)岸本 卓磨 (1年)
小西 悠斗 (1年)江口 拓真 (1年 )

ソ

鰈平成28年度近畿高等学校ソフトテニス選抜

インドア大会個人戦

陸

バ

1/8日

男子 臼井 裕紀 (2年)荒木
梅原 嵩矢 (1年)牛尾

女子 吉田祐美佳 (2年)堀尾

‐硬■式.テ■二|

鰈近畿公立高等学校テニス大会

2/5日 (大阪府マリンテニスパーク)

小野  恵 (2年 )

(滋賀県長浜 ドーム)

健太 (2年 )

龍 (1年 )

友美 (2年 )

鶴
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同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

生
徒
の
進
路
状
況
に
お
心
配
り
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
度
も
多
く
の
生
徒
た
ち
が
最
後
ま
で

粘
り
、
進
路
実
現
を
果
た
し
ま
し
た
。

就
職
で
は
９
名
が
学
校
紹
介
で
民
間

企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。
地
元
の
企
業

様
か
ら
の
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ
と

に
、
本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

公
務
員
で
は
、
税
務
職
員

近
畿
、
京
都

会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

進
学
で
は
、
国
公
立
大
学
に
延
べ
４７

名
が
合
格
し
ま
し
た
。
こ
の
国
公
立
大

学
の
合
格
者
の
う
ち
、
８５
・
１
％

（昨

年
度
８８
・
５
％
）
の
生
徒
が
３
年
間
部

活
動
を
続
け
、
進
路
実
現
を
果
た
し
ま

し
た
。
早
く
か
ら
け
じ
め
を

つ
け
て

学
習
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
休
み
時

間
や
通
学
時
間
な
ど
を
上
手
に
活
用
し

て
い
る
様
子
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

大
阪
大
学
や
神
戸
大
学
、
な
ど
の
難
関

大
学
に
も
合
格
者
が
４
名
出
て
い
ま

す
。
こ
こ
数
年
、
難
関
大
学
に
複
数
名

が
合
格
す
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
後

輩
へ
の
よ
い
刺
激
に
な
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
文
武
両
道
を
目

指
し
て
、
同
総
会
員
の
皆
様
か
ら
の
進

学
に
対
す
る
期
待
に
も

一
層
応
え
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

私
立
大
学
で
は
、
関
関
同
立
に
合
わ
せ

て
延
べ
４９
名
が
合
格
し
た
ほ
か
、
中
央

大
学
や
青
山
学
院
大
学
と
い
っ
た
関
東

の
有
名
大
学
に
も
合
格
者
が
出
ま
し

た
。
ま
た
、
近
年
は
看
護

・
医
療
系
の

人
気
が
高
く
、
看
護
学
校
へ
は
２９
名
が

進
学
し
ま
し
た
。
今
後
も
安
易
な
方
向

へ
流
れ
る
こ
と
な
く
、
第

一
志
望
校
の

合
格
へ
向
け
て
ひ
た
む
き
な
努
力
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

卒
業
を
機
に
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
舞

鶴
を
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
将
来
生

ま
れ
故
郷
へ
戻
り
、
地
域
の
活
性
化
を

担
う
人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
人

生
の
土
台
を
形
作

る
高
校
時
代
に
は
、

社
会
と
関
わ
ろ
う

と
す
る
姿
勢
を
養

っ
て
い
く
指
導
が

大
切
で
あ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
後
輩

た
ち
に
温
か
い
御

支
援
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

就職 20名

舞

鶴

市

府

　

内

府
　
外

公

務

昌
計

男 3 0 0 7 10

女 6 ， ″ 0
つ
４ 10

進 学 278名

男 女 計

大 学
０
４
Ａ
υ 82 184

短 大 1 19 20

早ヨ 「1
０
０
０
４ 51 74

進
路
指
導
部
長
　
藤
村
暢
彦
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一校
則一響一一一一一譜第 1条 本会は双鶴同窓会という。

第 2条 本会は本部を西舞鶴高等学校におく。
会員多数在住の地には支部を設けること

ができる。

第 3条 本会は会員の教養を高め、相互の親睦を
図ると共に母校の発展を援助することを

目的とする。

第 4条 本会は次の会員および客員を以て組織す
る。

1会 員 (イ )舞鶴高等女学校、舞鶴第一高等
女学校卒業生

(口 )舞鶴中学校、舞鶴第一中学校卒

業生

0ヽ )西舞鶴高等学校卒業生

(二 )以上の学校に在学したもので入

会を希望する者

2客 員 1項 に該当する学校の旧職員および
現職員

第 5条 本会の目標達成のため委員会をおくこと
ができる。委員長には副会長の一人を充

てる。

第 6条 委員会および支部の会則は別に之を定
める。

第 7条 本会に次の役員をおく。
1会 長 会員の中より総会で選出する。
2副会長 理事の中より若干名を選出す

る。

3理事長 副理事長 理事の中より各 1
名会長が委嘱する。

4庶務理事 会計理事 学校より推薦さ
た若千名および評議員より若

千名を会長が委嘱する。

5理 事 評議員の中より適当数会長が
委嘱する。

6評議員 各学年において互選により適
当数を選出する。

7.監 査 評議員の中から2名選出する。
第 8条 役員の任務は次の通りとする。
1会長は本会を代表し会務を総理する。
2副会長は会長を補佐し、会長事故ある
ときはこれに代わる。

3理事長は会務全般を処理する。副理事
長は理事長を補佐し理事長事故あると

きはこれに代わる。

4庶務理事は庶務を処理し、会計理事は
会計を処理する。

5理事は理事会において総会附議事項を
審議する。

6評議員は総会で総会附議事項を審議す
る。
7監査は会計を監査する。

第 9条 役員の任期は2ケ年とする。
第10条 本会に顧問若干名、参与若千名を置くこ

とができる。

顧間に西舞鶴高等学校長その他適当な学

校関係者を会長が委嘱する。

参与に元会長を会長が委嘱する。

第11条 本含p経費は会費およびその他収入をも
ぅてこれに充てる。

第12条 本会の入会に際して会費4,000円 を納める。
第13条 本会は第 3条の目的を達成するため次の

事業を行う。

1会員名簿および会報の発行
2会員の慶弔および慰問
3そ の他必要な事業

第14条 本会は毎年 1回総会を開く。総会は理事、
監査、評議員で構成する。

第15条 会員は転居等の変動を遅滞なく本部に報
告するものとする。

第16条 本会会則の変更は総会の決議による。
付則 ①改定 :第 14条末尾の「部会は毎年 1回
これを開く。」を削除する。(平成21年 6月 13日 )

②改定 :第 5条、第6条、第7条、第8条、

第14条、第15条を改定する。(平成24年6月 9日 )

③改定 :第7条4項を改定する。

(平成28年6月 11日 )
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【東京支部】

:

意
ま
:

量
ミ

支部長 増 本 治

事務局長 澤 田 謙
「事務局」〒216‐ lX135

神菊‖鼎1崎柏 前区馬絹皿 ■2111(澤田)

TEL/FⅨ 044-863-6978(自 )

メールアドレス iuT22@lagoo■ .ocn,neip

【京都支部】
支部長 小 田 彬 人 (1召27高 )

事務局長 原 田 易 典 (昭48高 )
「事務局」〒520-0246

滋賀県大津市仰木の里3-15-6(原田)
電L/FⅨ 077-573-5831(自 )

メールアドレス harada,kbp@gmail com

燿 〒 ぎ壕 村 久 兄 雄 0召2勘

事務局長 岸 本   登 (昭″高)
「事務局」〒666-0117

兵庫県川西市東畦野3-9-16(岸本)
TEL/FAX 072-795-0720(自 )

メー7ルアドレス kishimotonoboru@yahoo.co,ip

【定時制。通信制課程役員】
◎定時制の会会長植 村 英 人に27定)本部・理事

夫 (昭34高 )

二 (昭48高 )

田  護 (平 9通)本部・理事

会 長 内藤 行 雄 (口召41高 )

副会長 大 瀧 隆 信 (日召37高 )

藤 岡 由美 (日召40高 )

小 西 正 純 (1召45高 )

米山隆一朗 (昭 51高 )

理事長 渡 辺  弘 (昭48高 )
副理事長 柿 本 徳 栄 (昭 47高 )

庶務理事 林 田光 弘 (昭 40高 )

森  宏 昭 (昭 56高 )
中西  毅 (昭49高 )
永 山 隆 司 (日召50高 )

野村美由紀 (昭 55高 )

土 師 千 穂 (日召62高 )

竹 田友 子 (昭 63高 )

瀧 口祐 加 (平 21高 )

荒 谷 琴 路 (平24高 )

会計理事 西 オ寸和 夫 (昭48高 )

監 査 田 中俊 樹 (日召36高 )

齋 藤 友 幸 (日召43高 )
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西 田祐 子 事 務 長

与 金村九二夫 般6副 第7代会長

南  房 夫 0召 32高 )第 81t会長:◎通信制の会会長岩 |
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編

集
後
詔

今
回
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
中
に
あ
る
ニ
フ
レ

ル
の
館
長
を
し
て
い
る
同
級
生
小
畑
君
か
ら
、
自
然

や
生
き
物
と
の

「
つ
な
が
り
」
に
ふ
れ
る
こ
と
で
感

性
に
ふ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
驚
き
や
感
動
を
覚
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
お
話
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

昨
年
の
卒
業
３０
周
年
同
窓
会
で
は
、
卒
業
以
来
の

再
会
と
な
る
人
も
多
数
あ
る
中
で
、
時
が
た
つ
の
も

忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
同
級
生
の
つ

な
が
り
の
強
さ
に
ふ
れ
る
こ
と
で
お
互
い
に
元
気
を

分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
窓
会
報
第
４．
号
の
発
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

会
長
様
や
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
方
か
ら
投

稿
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
ご
担
当
の
先
生
方
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報

の
編
集
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と

は
、
双
鶴
同
窓
会
の
つ
な
が
り
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
委
員

（昭
和
六
十
年
卒
業
）

池
田
浩
二
　
河
田
省
二

問松下茂男校  長ミ
美轟 曼倉層[|:1篠量:


